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1988年度研究会企画について

本年度の研究企画は、男lj掲のようにまとまりま

したが、ここではこの企画にないてとく K配慮し

た点を中心にその特徴点をあげてi≫＜ζとにしま

す。

＜共通論題A＞は、本年度の年報委員会と結合

させて、新保守主義の台頭のもとでの福祉国家の

問題をとりあげます。 ζれまで学会年報と研究会

とが離れすぎているとの批判がありましたが、と

れはその批判Kζたえたものです。司会者には年

報委員長を、報告者には年報委員をあて、討論者

Uては年報委員会外から登場してもらいました。

＜共通論題B＞は、今日のマルクス主義に£サる

「国家論ノレネッサンス」という現象Kつづいて、

「現代政治学Jf'L沿いても国家論の再生と復権と

いう状況が発展している左かで、国家論を主題と

します。そしてそζでは単K外国の理論の分析vc.
終らせるとと左しあわせて日本国家論の課題を

追究するととに左ります。

＜分化会A＞は、今日の「大衆民主主義」的状

況の深まりのなかで、その成立期の政治思想K焦

点をあてます。＜分化会D＞は、これまでアメリ／

カで支配的左政治理論であった多元主義理論がア

メリカで問題視されはじめたときK、逆K日本で

はそれが影響力をもってきたという状況にかんが

みて、その再検討を課題とします。＜分科会E>
は、現代政治VC:i≫けるリーグーシップの意義の増

大の~かで、首相のリーグーシップをと b あげ、

日本とイギリスを比較します。＜分化会B＞は、

政策課程Kなける野党や労働組合の役割を問題と

します。 ζれは、との数年間ずっと政策過程がと

りあげられてきましたが、主として与党や官僚制

が対象とされてきたととを考慮したものです。念

ならしkの分科会について、共通論題との関連を考
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企画委員長福井英雄

慮して、従来の第1日目と第2日目への配置を逆

Kしたことをな断りしてなきます。

＜分科会c＞と＜分科会F＞は、これまでの専
門領域をとえた総合的左ものとして設定しました。

まずく分科会c＞は、政治理論と政治過程論、国
際政治論にまたがって、今日の情報化社会の進展

Kとも左う政治K、理論と現実との両面からアプ

ローテしていきます。次に＜分科会F＞では、日

本とアジアの政治史や政治思想史、国際政治κま
たがるものとして、アジア主義の問題を検討する

ととK左bます。

以上の共通論題と分科会のいずれVC:i≫いても、

本年度は報告者と討論者とをともf'L2名ずつに限

定しました。とれまでの研究会VC:i≫いて、報告時

間も討論時間も不足する ζ とが多かったという ζ

とを考慮したためです。とれKよって実のある研

究会K左ればと願っています。

IPSA世界大会出席登録・
個人会員申込について
多場陶..，場ぬ

渉外委員長内田 満

IPS A第14回大会は、来たる 8月28 

日から9月1日まで米国ワシントンDCで聞

かれますが、本学会渉外委員会（新宿区早稲

田1-6-1 早大大学院政治学研究科気

付）なよび事務局K登録申込用紙を準備して、

出席ど希望の会員の便に供しています。また、

個人会員申込用紙も向上個所K備えています

ので、あわせてど利用いただければ幸いでで九
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1987年度第4回理事会記録

本年3月26日、法政大学Kないて理事会が行

われ、次の各事項が報告、審議、承認あるいは決

定された。

E委員会報告3
①企画委員会

福井委員長（ 1 9 8 8年度）よれ企画原案

（別掲3頁参照）が報告され、承認された。

②年報委員会

有賀委員長（ 1 9 8 7年度）よれ近日刊行の

予定である旨、報告された。

山口委員長（ 1 9 8 8年度）及び三谷委員長

( 1 9 8 9年度）よれ研究会の運営等Kっき報

告があった。

③文献委員会

阿部委員長（ 1 9 8 8年度）よれ下記の委員

名及び編集状況について報告があり、承認された。

文献委員会委員：井上義比古（東北学院大学）、

内田健二（岩手大学）、大獄秀夫（東北大学）、

大西仁（東北大学）、大谷明夫（福島大学入斉

藤誠（東北学院大学）、関口栄一（東北大学）、

添谷育志（埼玉大学〉、内藤俊彦（新潟大学）、

新川達郎（東北学院大学〉、畠山弘文（明治学院

大学）、村松恵二（弘前大学）、星野修（山形大

学）

④渉外委員会

内田委員長よれ IPS A個人会員勧誘の件

（別掲1頁参照〉及び世界大会（ワシントン〕の

登録書類K関し説明があった。

E決算3
成沢常務理事より 19 8 7年度の決算報告（別

掲4頁参照〉があれ岩重監事よb監査報告が念

され、承認された。

E予算3
成沢常務理事より 19 8 8年度の予算案（男lj掲

4頁参照）が提案され、承認された。

E日本学術会議について3
松下理事長よれ学術会議会員候補者として内

田満、田口富久治の両会員が学術会議会員推薦管

理会Kより資格認定されたζと、及び推薦人K升

味準之輔、松下圭一、有賀弘、成沢光、半沢孝麿

（予備者）の各会員を委嘱したとと、並びK推薦

入会議の日程Kついて報告があった。

E新名簿作成3
内山名簿作成臨時委員会委員長よれ 19 8 8 

年度K作成する定期名簿改訂Kあたって記載事項

及び専門の分類方法Kっき提案があり、了承され

た。

E理事選出規程について3
公選理事辞退者補充をめぐり、理事選出規程K

関し種々議論され、次回理事会K改正案を提出す

るととが確認された。

[IPS A世界大会派遣者の件について〕

松下理事長より、本年度の世界大会Kは内田会

員が日本学術会議からの派遣者と在るととが決定

された旨、報告された。吉た、成沢常務理事よれ

有賀会員及び佐々木会員はIPS A基金よb旅費

を支給するζとが基金運営委員会で承認された旨、

報告された。

E新入会員1
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1988年度研究会企画

本年度の研究会は10月1～2日K広島大学で

開催されるが、企画委員会及び理事会K沿いて次

の通り企画が決定された。

第 1日

共通論題A 福祉国家の現状とその危機

司会山口定（大阪市立大学）

報告 加茂利男（大阪市立大学）：福祉国家をめ

ぐる問題状況

新藤宗幸（立教大学〕：日本になける福祉

国家の現状

討論西尾勝（東京大学）

河合秀和（学習院大学）

分科会A 政治思想

大衆民主主義の成立と政治思想、

司会今中比呂志（広島大学〉

報告小山勉（九州大学）：トクグイルと二つ

の民衆社会像

関口正司（青山学院女子短期大学） : J. 

s. ミルと大衆民主主義
討論中谷猛（立命館大学）

柏経学（福岡大学）

分科会B 政策過程

政策邑程になける野党と労働組合

司会村松岐夫（京都大学）

報告谷聖美（岡山大学） : 5 5年体制初期K

辛子ける社会党の政策的対応

久米郁男（神戸大学）：労働運動再編成に

ともなう政治と行政

討論升味準之輔（東京都立大学）

中野賓（茨城大学）

分科会C

情報社会と政治

司会関寛治（立命館大学〉

報告谷藤悦史（東北福祉大学〉：情報化社会と

政治

山本武彦（静岡県立大学）：情報と国際政治

二工 ス

討論 岡沢憲芙（早稲田大学）

佐藤幸男（広島大学）

第2日

共通論題B 国家論の復権と日本国家論

司会篠原一（成践大学）

報告薮野祐三（北九州大学）：現代政治学と国

家論の復権

徳本正彦（九州大学）：「国家論ルネッサ

ンス」と日本国家論の課題

討論 岡野加穂留（明治大学）

田口富久治（名古屋大学）

分科会D 政治理論

多元主義の再検討

司会西川知一（姫路濁協大学〉

報告 高城和義（岡山大学）：バーソンズの多元

主義理論批判一今日の理論状況との関

連tてないて一一
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石田 徹（龍谷大学）：多元主義と日布政治

討論伊藤光利（名古屋市立大学）

日下喜一（青山学院大学）

分科会E 政治過程

首相のリーダーシップ一一日本とイギリスの比

較ー

司会 田中善一郎（東京工業大学〕

報告五十嵐仁（法政大学）：中曽根前首相の場

A 
口

中西輝政（三重大学）：サッチャ一首相の

場合

討論石川真澄（朝日j新聞社）

高橋直樹（専修大学）

分科会F

アジア観の変遷一戦前と戦後一

司会石田雄（千葉大学）

報告三輪公忠（上智大学〉：「中国非国論」と

アジア主義の政策化一一戦間期を中心に

初瀬龍平（神戸大学〕：アジア主義の転換

討論野村浩一（立教大学）

小泉允雄（摂南大学）
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1 9 8 7年度目本政治学会予算・決算

1987年度 1987年度
予算額 執行額

1. 前年度繰越金 6,775β65 6,775,065 

2. 会費収入 3,400，α）（） 3,515,640 
3. 雑 収 入 160,000 128,9印

4. 年報特男l箆針母斉 。300,000 
収入合計 10,335,065 10,719,665 

1. 研究会開催費 800ρ00 800，α)0 
A.研究会準備金 600,000 600,000 

B.報告者謝礼 200，α)0 200,000 
2. 委員会経費 450,000 450,000 

A.年報委員会 100,000 100ρ00 

B.企画委員会 140,000 140,000 

c.文献委員会 120ρ00 120ρ∞ 
D.渉外委員会 60,000 60,000 

E.選挙管理委員会 30,000 30,000 

3. 理事会経費 50,000 49,720 

4. IPSA学会分担 300ρ00 210,255 

5. 事務局経費 770,000 712,840 

A.理事長通信費 50,000 50,000 

B.運 営 費 50,000 50,000 

c.人 件 費 420ρ00 420ρ00 

D.経 常 費 250,000 192,840 

6. 名簿作成積立金 150ρ00 150,000 

7. iPSA関係積立金 100,000 100ρ00 

8. 選挙管理費 350,000 321,810 

9. 年報特別基会 300,000 300,000 

10.会報発行費 350ρ00 229,100 

11.予 備 費 6九5,065 75,500 

支出合計 10,335,065 3,399,225 

差引残高 7,320,440 

二L ス

1 9 8 8年度予算

1988年度
予算額

収
1. 前年度繰越金 7,3 2 0,4 4 0 

2.会費収入 3,5 5 0,0 0 0 
入
3.雑収入 1 3 0,0 0 0 

制
収入合計 1 1,0 0 0,4 4 0 

1. 研究会開催費 9 0 0,0 0 0 

A. 研究会準備金 6 6 0,0 0 0 

B.報告者謝礼 2 4 0,0 0 0 

2. 委員会経費 5 6 0,0 0 0 

A.年報委員会 120,00 0 

B.企画委員会 1 6 0,0 0 0 

支 c.文献委員会 2 1 0,0 0 0 

D.渉外委員会 7 0,0 0 0 

E.選挙管理委員会 。
3. 理事会経費 6 0,0 0 0 

4. IPSA今考話予担 2 5 0,0 0 0 

出 5. 事務局経費 8 4 0,0 0 0 

A.理事長通信費 5 0,0 0 0 

B.運 営 費 5 0,0 0 0 

c.人 件 費 4 6 0,0 0 0 

D.経 常 費 2 8 0,0 0 0 

(E) 6. 名簿作成積立金 2 0 0,0 0 0 

7. IPSA関係正貴雄 1 0 0,0 0 0 

8. 選挙管理費 。
9. 会報発行費 3 5 0,0 0 0 

10.予 備 費 7, 7 4 0,4 4 0 

支出合計 1 1,0 0 0,4 4 0 

差引残高 。

別会計（1）名簿作成積立金

収入

)jlj会計－（2) IP S A関係積立金 II IP s A基金

前年度よりの繰越

本年度積立

銀行預金利息

苦十

支出

差引残高

収入 I I収入
356,6831 I前年度よりの繰越

150,0001 I本年度積立
12,5981 l銀行預金利息
519.2811 I 言十
叫｜支出

519 2.81 I I差引残高
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401.1881 I前年度よbの繰越 9,447,023 

100.0001 I銀行預金利患 358,743 

13,6221 l 計 9,805,766

514β101 I支出 0 

。11差引残高
514,810 

9,805,766 
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the Study of Political 

Thought ｝について

すでKど存じの方も多いかとなもいますが、

1 9 6 7年カナダのTorontoで設立され、その

後もアメリカ・カナダを中心K活発左活動を続け

ている、政治思想とその歴史についての国際的念

研究組織Conferencefor the Study of 

Poli ti cal Thought （以下CSP Tと略記）

があります。との研究組織K日本の研究者も参加

してほしいとの要請は前々からありましたが、昨

年来とりわけ強い働きかけが左されるようKなり

ました。そとで東京在住の数人の者が集まって相

談した結果、とりあえずCSPT K参加する方向

で検討を進める ζとに念り、まず最初のステップ

ニエ ス

として、かねて招待をうけていた今年のAnnual

Meeting ( 4月8～10日、 NewYork、テ

ーマ： Liberalismand the Moral Life) 

なよび執行委員会K早稲田大学の藤原保信、松本

礼二の両名が出席し、連絡と情報収集Kあたりま

した。 ζの研究会KはRawlsやPocockも参加

し、報告と討論はともにたいへん充実した、興味

深いものであったようですが、いずれKしろ ζの
経験をふまえて、われをれとしてはCSP Tの日

本branchを名乗るととをきめました。政治学会

の会員の中でこの研究組織に興味をなもちの方が

なられましたら、後記の世話人にど連絡くだされ

ば、ある程度のインフォーメイションをさしあげ

るととができると思います。

-5ー

CSP Tの活動の中心は毎年だいたい4月に関

かれるAnnualMee tingですが、とのほかに年

2回のNews lette rの発行があります。また

会員Kなれば、政治思想・政治理論関係の次の雑

誌の割引購入ができるとともK、とれらの雑誌へ

の投稿も容易K左るようです。

• Political Theory 

• Interpretation: A Journal of 

Poli ti cal Philosophy 

• The Canadian Journal of Poli tic al 

and Social Theory 

•History of Political Thought 

•Praxis International 

年会費はいまのととろ24ドルですが、 CSPT

は個人加入の組織ですので、入会を希望される方

は直接Secre tary-Trea surer宛にど送金く

ださい。以下K必要となもわれる名前を列記します。

•Chair-Melvin Richter (City University 

of New York) 

• Edi tor, CS PT Newsletter-Michael 

Mosher (Tulsa) 

• Secretay -Treasurer-Sharon N. 

Snowiss (Professor), CSPT, Political 

Studies, Pitzer College, Claremont, 

CA 91711 

また、日本側の世話人は次の通bです。

佐々 木教（東大）、半沢署奮（者陸大）、藤原倒言（阜大〉、

松本ヰに（早大〉、渡辺浩（東大）、有賀ム（東文）
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CSP Tの日本branchについて検討する過程

で、わが国でも年K一回程度の政治思想、（史〉関

係の研究集会を開催したらという話もでできまし

た。まだ具体的左ものではありませんが、今年の

1 1 月 f'LPococ~教授が来日されるのを機会K第

一回の集会を開けばよいとの説もあります。もし

この件Kついて強い関心を辛子もちの方がなられま

したら、あらかじめ

干113 東京都文京区本郷7-3-1

東京大学社会科学研究所 有賀弘

あてにど一報なきいただければ幸いです。集会が

具体化した場合Kはか左らず連絡をさしあげる ζ

とにいたします。 （文責・有賀）

｜｜事務局より｜｜

APPS A個人会員申込と

大会参加勧誘について

The Asian Pcific Political Science 

Association (APP SA）事務局（National

University of Singapole内）よ九個人会員

の申込なよび今年11月オーストラリアで開かれ

る大会への参加を勧誘する案内状が来ています。

ど関心をな持ちの方は事務局K詳細をbたずね下

さい。

名簿アンケートにご協力

ありがとうございました

会員名簿改訂のためのアンクートを4月十亡診送

りいたしましたところ、多数のど回答をいただき

ありがとうどざいました。

新名簿Kは巻末に専門別の索引を掲載する予定

です。分類した57の専門領域K関しましては不

十分左点もあるかと存じますが、次回の名簿作成

時K再検討するととK左つてなりますので、ど了

承下さい。

~：j;»、 2 0 0名位の会員の方々からはど返事を

ニL ス

いただくことができませんでした。そのため、再

度回答をb願い致しました。左b、アンクート未

着の会員は当事務局で索引を指定する ζとはその

主旨に反しますので、索引K載せて;t＞］？ません。

次の機会K是非ど記入下さい。

新名簿は研究会のど案内に同封できるよう作成

を急いでなります。いましばらく b待ち下さい。

左な、「会員の異動」は新名簿Kインプット致し

ましたので、今回の会報Kは掲載いたしません。

その旨、ど了承下さい。

会聾納入について

会費納入のための振替用紙を為法りいたしまし

たが、早速多くの会員の皆様より会費が振り込ま

れました。ありがとうどざいました。

在シ、昨年の理事会での決定K基づきまして、

本年度も 3年度以上会費未納の会員の方々は除籍

と左ります。除籍Kなった方々Kは今回の会報の

郵送が最後となり、学会案内は郵送されませんの

で、ど了承下さい。再入会をど希望の方は入会申

込書をな送り致します。

報

5月11日、小松春雄会員（元理事長、顧問）

が逝去されました。
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謹んで笈悼の意を表します。
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